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令和元年 6 ⽉に公表された「認知症施策推進⼤綱」では、これまでのオレンジプラン、
新オレンジプランと引き継がれてきた基本的な考え⽅や施策の流れに、今⽇的な要素が加
えられ、2025 年までの進むべき⽅向性が⽰されました。認知症対応⼒向上研修については、
「3. 医療・ケア・介護サービス・介護者への⽀援」の中で、“医療従事者等の認知症対応⼒
向上の促進”として位置付けられています。 

現在、認知症対応⼒向上研修は、かかりつけ医認知症対応⼒向上研修をはじめ、⻭科医
師、薬剤師、病院勤務の医療従事者、看護職員と職種を拡げながら、修了者の認知症対応⼒
向上はもちろん、修了者同⼠の連携の基礎を築く研修として展開されています。 

その中で、地域において認知症の⼈に関わる医療従事者を取り巻く環境は年々変化して
おり、特に、認知症に対する社会の考え⽅の変化、医療技術等の進化・発展、地域等におけ
るそれぞれが担う役割の変化、研修・学習環境や情報の充実などは、認知症対応⼒向上研
修が⽴ち上げられたときからは⼤きく変わってきていると⾔えるでしょう。 

本年度の事業では、かかる変化を踏まえ、研修教材の⾒直し・充実を求める声が⼤きか
った「かかりつけ医認知症対応⼒向上研修」について、集中的に改訂作業を⾏いました。前
回の改訂から⼀定期間が経過しており、また、他の認知症対応⼒向上研修の基軸として、
今⽇的な内容にブラッシュアップすることが重要と考えたためです。 

改訂作業の経緯や改訂教材（研修テキスト・講義スライド・動画教材）は報告書において
整理していますので、次年度以降の研修等において活⽤されることを期待しています。 

もっとも、コロナ禍の状況下でモデル研修の試⾏や多くの先⽣⽅の評価を⼗分に受ける
ことができなかった点もあります。受講者となるかかりつけ医の先⽣⽅をはじめとして、
多くの先⽣⽅の⽬に触れ、研修カリキュラムや教材にかかる評価をフィードバックして頂
けましたら幸いです。引き続き、認知症対応⼒向上研修の充実に向けて取り組んでいきた
いと思います。 

最後になりましたが、改訂教材の評価を頂きました⼋⼾市医師会の先⽣⽅、また、改訂
作業にあたりご協⼒を頂きました⽅々にお礼を申し上げます。 
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Ⅳ 改訂教材説明にかかる情報提供 

 
○ 研修テキスト（講義スライド・解説）および動画教材の改訂作業が終了した段階で、研修の実施主体で

ある都道府県・指定都市の担当者および講師となる認知症サポート医等向けの改訂教材説明の情報提

供を⾏うため、作業部会委員による教材説明を収録の上、DVD として配布した。 

  ※当初、教材説明会の開催を計画していたが、コロナ禍の状況に鑑み、DVD 収録・配布の⽅法とした。 

 

○ 教材説明 DVD 収録の主な内容は以下の通りである。 

   1 実施時期   2021 年 3 ⽉ 21 ⽇（⽇） 14:30〜（17:00 予定） 

   2 形式       会議室での収録形式   （於︓航空会館） 

   3 所要時間   概ね 70 分 ⾒込み 
                ※教材説明は 実際のカリキュラムでの所要時間の半分を⽬安 
   4 内容案  

   所要時間 担当講師等 備考 

1 教材改訂の趣旨説明 10 分 深澤座長  

2 教材説明   

かかりつけ医の役割編 5 分 深澤座長 （動画別） 

基本知識編 15 分 深澤座長  

診断における実践編 15 分 山口委員  

地域・生活における実践編 20 分 山口委員・枝広委員 （動画別） 

 

○ 「教材改訂の趣旨説明」パートで使⽤するスライドは次ページ以降の通り、教材説明パートでは、実際の研

修教材を⽤いて、講義のポイントを中⼼とした説明を収録した。 
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Ⅴ 考察  

 １  研修実施について                                                                     

  1.1  改訂教材の確実な実施・展開について 

  ○本事業において、「かかりつけ医認知症対応⼒向上研修」の教材の⼤幅な改訂を実施した。これまでの統

計等の情報更新や新しい施策にかかる情報追加にとどまらず、受講対象となる地域のかかりつけ医の環

境変化等に⽴ち返り、カリキュラム構成から検討・再編の上、講義スライドは約 1.5 倍に増え、新規作成が

約半数となっている。 

  ○報告書本編でも触れているが、標準的カリキュラムの研修所要時間が変わらない中にあっては、講師等に

よる検討によって、講義スライドの濃淡付け、取捨選択などが必要になることもあると思われる。そのため、

改訂教材の詳細な補⾜および、改訂作業の経緯や趣旨などについても、研修実施主体である都道府

県・指定都市の担当者ならびに講師を担当頂く認知症サポート医等に対して説明の機会を設けることを

当初計画から予定していた。 

  ○もっとも、本年度のコロナ禍の状況という特殊事情により、集合形態にて上記の講習会（説明会）を実

施することは難しく、事業の終盤において⼀定の改訂作業が終了した段階で、教材説明講習会に代わる

「教材説明 DVD」を収録することとした。（成果物となる動画教材 DVD に併せて格納している） 

  ○動画視聴の利便性を考慮して、合計 210 分のカリキュラムに加え、改訂作業の概要を併せて 60 分程度

に短縮した素材としたため、ポイントを絞った内容となっているが、都道府県・指定都市の担当者ならびに

講師を担当頂く認知症サポート医等に広く視聴して頂き、改訂教材の実施ご検討に役⽴てて頂きたいと

考える。 

  ○なお、講師等への継続的なフォローアップについては、次期事業等においても実施していくことが望まれる。 

 

  1.2  認知症対応⼒向上研修未受講者への展開 

  ○前述の通り、改訂教材は⼤幅な⾒直しとなったため、かかりつけ医認知症対応⼒向上研修の実施におけ

る課題とされていた、「新規受講者の拡⼤につなげにくい」、「新しい情報を追加する講師等の負担が⼤き

い」などには⼀定程度対応できるものと考える。 

  ○⼀⽅で、研修のコンセプトそのものは不変であるとしても、研修内容が充実したことにより、既修了者の再

受講が多くなるものと予測され、「認知症対応⼒向上研修」のひとつの⽬的である、認知症およびその対

応に関して”すそ野を広げる”（認知症に関⼼を持って取り組みをスタートして頂くかかりつけ医を増やす）こ

とに必ずしもつながらないことも懸念される。 
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  ○もちろん、既修了者の受講を妨げるものではないが、研修実施の企画⽴案においては、”すそ野を広げ”地

域における認知症対応⼒の底上げ、認知症対応の中核を担うかかりつけ医を増やす点にも着⽬して展開

されることが期待される。 

 

1.3  オンライン実施等への対応 

  ○本年度の教材改訂においては、「地域において従来通り集合研修により実施される」ことを前提に、研修テ

キスト（講義スライド・解説）、動画教材の⾒直しを進めたところである。 

  ○もっとも、前述の教材説明にかかる講習会を DVD 収録とした背景の通り、都道府県・指定都市における

研修実施についても、集合研修における⼯夫（少⼈数規模での実施、複数回開催など）に加え、オンラ

イン形式による実施など様々な取り組みが⾏われている・検討されていると推察される。 

  ○本年度は、教材の内容的改訂を中⼼としたため、実施⽅法にかかる具体的な検討、また、それに対応す

る教材形態のラインナップ等には⾄らなかったが、今後は、オンライン形式の研修実施に向けた対応教材の

開発についても検討しなければならないと考える。 

  ○また、認知症施策推進⼤綱におけるＫＰＩ／⽬標との関係を含め、当該研修にかかる進捗把握、修了

者の地域における活動⽀援（修了者の把握）などについても、併せて検討することが重要と考える。 

 

 

 ２  改訂教材の継続的なフォローアップについて                                             

  2.1  教材の評価と継続的な修正等の対応 

  ○かかりつけ医認知症対応⼒向上研修の教材改訂にあたり、事業後半において作業部会委員が所属する

地域医師会等の協⼒を得て、改訂教材を⽤いたモデル研修の実施を計画しており、その際に改訂教材に

かかる講師および受講者からの評価を得ることを予定していたところである。もっとも、本年度のコロナ禍の

事情によりモデル研修の実施が困難となり、5 ⼈の認知症サポート医による個別の改訂教材の評価を頂く

にとどまった。 

  ○⼤幅な教材改訂となった点を踏まえれば、より多くの⽬に触れ、評価を得、修正改善を図ることを継続的

に実施していくことが必要なことは⾔うまでもない。次年度からの研修実施による地域の講師の先⽣⽅、受

講者のかかりつけ医の先⽣⽅からの意⾒や評価を収集し、次期事業において継続的にフォローアップしてい

くことが望まれる。 
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  2.2  ⻭科医師・薬剤師等の他の認知症対応⼒向上研修への反映 

  ○本年度は、様々な理由から優先的に「かかりつけ医」認知症対応⼒向上研修の教材改訂を⾏った点、

前述の通りであるが、⽇本⻭科医師会・⽇本薬剤師会からのヒアリングにおいても、教材作成から⼀定期

間が経過している、「⻭科医師」認知症対応⼒向上研修および「薬剤師」認知症対応⼒向上研修のカリ

キュラムおよび教材に関して同様の課題がある点が分かった。 

  ○両研修については、本年度、追補版の提供という形で、前倒しで新しい講義スライドを提供することとした

ところであるが、認知症対応⼒向上研修の基軸となる「かかりつけ医」研修の教材が改訂されたことを受け

て、研修修了者による地域連携、つまり、共通理解・共通認識による協働が期待される中で、カリキュラム

および教材の同程度の検討・改訂作業を⾏う対応が望まれる。 

 

 

 ３  認知症対応力向上研修全般について                                                    

 研修のアウトカム評価の必要性 

  ○認知症対応⼒向上研修全体にかかる課題として、研修のアウトカム評価が挙げられる。認知症対応⼒

向上研修の進捗把握としては、これまで研修修了者数をベースに⾏われてきたが、地域の認知症対応の

⼈材・拠点のすそ野を広げること（点から⾯へ）については、新オレンジプランにおける⽬標達成等をみても

⼀定程度の成果がみられる。 

  ○もっとも、本年度のかかりつけ医認知症対応⼒向上研修教材の改訂の背景にもあるように、認知症に関

する社会の変化、情報の充実等に鑑みれば、認知症対応⼒向上研修の実施・推進による効果測定、い

わゆるアウトカム評価について、研修実施主体である都道府県・指定都市等による活⽤が可能となるよう

な指標を検討することが必要である。 

  ○研修のアウトカム評価は、様々な先⾏研究や指標があるが、認知症対応⼒向上研修の施策上の位置

付け、他の施策との関係も考慮しながら、「受講者がどう変わったか」、「事業所・拠点がどう変わったか」、

「地域がどう変わったか」、そして何より「患者・利⽤者がどう変わったか」 等の実態調査を⾏い、実態に即

したアウトカム評価の検討が⾏われることが期待される。 
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